狭あい道路後退用地の寄付について
　建築主は、真岡市狭あい道路の整備及び管理に関する要綱の第３条第１項により、後退用地を寄付しようとする場合は、次の各号のいづれにも該当する場合に、あらかじめ真岡市役所建設課と協議を行い、当該地を現地調査した上で寄付を受け入れるものとする。
一　当該後退用地の接する狭あい道路が、一般交通の用に供する、建築物が最低２棟以上立ち並んでいる道であること。
二　後退用地に接する狭あい道路が行き止まりの道ではないこと。
※　立ち並んでいるとは、当該道に接する複数の建築物が隣り合って立っている場合はもちろん、向かい合って立っている場合も、離れて立っている場合も、これに該当するものとする。


真岡市狭あい道路の整備及び管理に関する要綱（抜粋）
　第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

(１)　狭あい道路　建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第４２条第２項の規定により指定された道路をいう。

(２)　後退線　法第４２条第２項の規定により道路の境界線とみなされる線をいう。
　　(３)　後退用地　狭あい道路とそれに接する土地との境界線と後退線との間にある土地をいう。
　　(４)　すみ切り用地　狭あい道路の後退線が、他の狭あい道路の後退線又は狭あい道路以外の幅員４メートル以上の道路と交差点又は接続するところの角地内の土地で、当該角地の隅角をはさむ二辺の長さが等しく成る点を結ぶ直線が２メートル以上となる線と当該二辺によって囲まれる二等辺三角形の土地をいう。
